
  平成３０年度  事業報告書  
 

                        特定非営利活動法人コミュニティリンク  

 

●平成３０年度の弊社活動領域における事業プロット図  

 

平成３０年度、取り組んだ主な事業および活動について、弊社事業活動における協力者やキーワー

ドとの関係性を以下の活動プロット図で表現した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

すごいすと  

Urban Innovation KOBE 

Code for Kobe 

Code for Kusatsu 

起業プラザひょうご  

バーチャル北摂里山博物館  

企業誘致活動  

宝塚エイジフレンドリーシティ  

小規模事業者支援（商工会）  

NPOや団体の ICT支援  



１  事業の成果  

【オープンガバナンス推進関連】  

●ビジネスプランコンテスト（神戸市）「Urban Innovation KOBE」  

 

2017 年に神戸市が開始したスタートアップと

行政職員が協働する、新たな地域課題解決プロ

ジェクト。テクノロジーを有する民間企業・団

体と、神戸市職員が協働し、社会課題の解決策

を発見、４ヶ月の実証実験を実施する。また、

結果に応じ神戸市が調達を行うというプロジ

ェクト。  

弊社は本プロジェクトの事務局として今年度

で 2 年目の事業受託となり、昨年度の事業成果

が数値となって徐々に出始めている状況、かつ、

日本でも GovTech が注目され始め、先進的に

取り組む神戸市のプログラムに注目が集まっ

てきている。  

本プロジェクトで取り扱う課題を解決するこ

とによって、今までには検討されてこなかった

新たなイノベーションが起こりだしていると

ともに、本プロジェクトで結果を出してサービ

ス調達まで至ると、神戸市プレスリリース等に

よって、成果を出した市内外のベンチャーやスタートアップ企業・第二創業の露出があがる等、起

業支援にも繋がって行くため、弊社を含む事務局として各プロジェクトをきめ細やかに支援し、結

果が出るように伴走型でサポートをしていくことに力をいれてきた。  

 

以下は、WEB サイト（Urban Innovation KOBE）に公開されている成果の一部。  

 

Urban Innovat ion KOBE とは？

課題解決事例の一部  



●宝塚市エイジフレンドリーシティ推進業務  

 

本事業はエイジフレンドリーシティ推進事業として平成 29 年 4 月より実施し、本年で 2 年目を迎

えた。  

１年目に明らかにした宝塚市としてのエイジフレンドリーシティに必要な指標を高めるべく、

推進支援体制の実践として、縁卓会議及び 3 つのモデル事業（「居場所づくり部会」「健康・生

きがい就労部会」「広報情報部会」）を市民中心に実施した。  

 縁卓会議には前年度のワークショップ参加者 4 名を含んだ 19 名が参加し、参加者の大半

はいずれか（もしくは複数）のモデル事業の実践者としても取り組みながら、エイジフレン

ドリーシティ推進を実践した。縁卓会議では、エイジフレンドリーな活動に対してどのよう

な支援を行うべきか、どのように支援先を決定するのか、会議ルールなどを協議し、最適な

支援体制の確立が進められた。  

 居場所づくり部会・広報情報部会には 30 代の女性が多く加わるなど、担い手世代を巻き込

んだ形でモデル事業が実施された。地域活動や行政の取り組みに触れる機会が少ない年代層

が、どのように関心を持ち、地域の居場所を作ろうと活動するに至ったのかというロールモ

デルともなっている。  

 健康・生きがい就労部会で 3 月に行われた「生きがい就労 3 ヶ月トライアル説明会」では

40 名定員に対し 2 週間足らずで申込が満席となり、来年度からのトライアルにも 16 名が申

込をするなど、市全体に対しても需要の高い取り組みであるという可能性が示唆された。  

 

  
縁卓会議の様子           居場所づくり部会の様子  

 

  
広報部会の様子           QGIS 操作方法講習  



【地域ＩＣＴ利活用事業関連】  

●ふるさと兵庫すごいすと情報発信事業  

 

兵庫県内で地域活動やボランティア活動など多岐にわたる活動をされているすごい人を取り上

げて、その人の生き様を記事・写真・映像で表現して発信する事業を担当した。  

今年度は特に、インターネットやニュースリリースなどから情報収集を行ったり、県内各地に伺

ったときに情報収集を行う等、新しい“すごいすと”の発掘と提案に力を入れた。  

また、SNS などで拡散されやすいように写真や動画制作について工夫を行ったり、WEB サイト

のアクセス解析を行う等、“すごいすと”の WEBサイトのアクセス向上や認知度アップに努めた。  

 

 
 

 
 

 



●バーチャル北摂里山博物館開設事業  

 

北摂里山各地域の自然・歴史・文化・

伝統等の情報をデジタル化し、「バーチ

ャル北摂里山博物館」として、北摂里

山の魅力を国内外に広く発信する WE

B サイトの制作を制作した。  

https://v-hitosato.jp/ 

 

ドローンや 360度写真や動画が撮影で

きる機材を活用し、北摂里山の各地域

に広がる里山景観を撮影して、バーチ

ャル北摂里山博物館のコンテンツとして公開した。  

 

宝塚市西谷地区に残る里山（歴史・文

化・民俗等）の情報を収集し、西谷地

区の皆様へ取材を行ったり学識経験

者の執筆や編纂におけるアドバイス

を頂きながら、北摂里山案内人ガイド

ブック西谷版を制作した。  

本ガイドブックは、WEB サイトからも

閲覧可能なように情報を掲載してい

る。  

https://v-hitosato.jp/nishitani/ 

 

 
 

https://v-hitosato.jp/
https://v-hitosato.jp/nishitani/


【起業促進事業関連】  

●起業プラザひょうご  

兵庫県内において若者等による起業・創業の機運を高めるため、スモールオフィス等の起業の場

や交流機能を備えた起業・創業の拠点施設「起業プラザひょうご」を、ひょうご産業活性化セン

ターからの委託により運営。2018 年 10 月で開業一周年を迎えた。  

目標会員数およびスモールオフィス・ワーキングデスクの稼働率は、目標に達することができた。 

特に。起業プラザひょうごに来られる方々の起業ステージに合わせたサポートメニューやセミナ

ーの実施、また、個社支援（メンタリング）などを強化してきた。  

また、起業件数も伸びていることから一定の成果が認められ、さらには、スタートアップによる

イノベーション創出や、起業を手段とした地域経済の活性化に期も高まっていることから、202

0 年 4 月からは三井住友銀行神戸本部ビル２Ｆに移設することが決定した。  

 

・入居起業家・卒業起業家の紹介  

■ 起業プラザひょうごの卒業生

■菊池信孝さん
株式会社フードピクト（https://www.foodpict.com）

2019年3月21日、DBJキャピタル、SMBCベンチャーキャピタル、500 Startups Japan、
個人投資家らから総額1億3000万円の資金調達。
2018年11月20日、TechCrunch2018に参加したスタートアップバトル100社の中から
ファイナルラウンド6社に残り富士通賞を獲得。

病院から退院する要介護者を介護施設とマッチングする「KURASERU（クラセル）」
医療ソーシャルワーカーの退院調整にかかる業務負担の軽減をサポートするサービス。

おいしい絵文字で世界をつなぐ

・関西ベンチャー企業リスト1107社から、とくに特色のある代表企業12社のうちの１社に選出
＠近畿経済産業局

・神戸市の学校給食献立表にフードピクト採用
・第７０ 回｢保健文化賞｣受賞

株式会社KURASERU（https://www.kuraseru.co.jp） 川原大樹さん

■内田直子さん
DRESSORIES KOBE
（https://shop.dressories-kobe.jp/）

新しい脚元メイク。
「自分だけの靴」で新しい日々を。

・2019年
ひょうご・神戸チャレンジ企業認定

・LED関西ファイナリスト（2018年）
・神戸セレクション2018 選定

 

 

 

 

 

 

 



●ひょうごクリエイティブ起業創出事業  

 

ひょうご産業活性化センターからの受託事業。  

新たな価値や市場を生み出すクリエイティブな

ものづくりやビジネスを創出するため、機運醸

成や気づきを提供するセミナーを開催し、若手

起業家等の裾野拡大を図った。  

今年度は、神戸、姫路、尼崎、淡路と県内各地

の起業支援施設にご協力を頂き、4 回開催とな

った。  

また、クリエイティブ起業創出助成金審査会は、

公開型のビジネスコンテスト形式で、11 月 2 日

には三井住友銀行神戸本部ビルにて、事前に書

類選考で選出されたファイナリスト（10 組）に

よる公開審査会「ひょうごクリエイティブ起業

コンテスト」を企画・実施した。  

同時開催の「起業プラザひょうご１周年記念事

業パネルディスカッション」では「神戸発！ス

タートアップの挑戦と起業プラザひょうごの役

割」をテーマに、モデレータに山下計画株式会

社  代表取締役  / 500KOBE Liaison Officer

の山下哲也氏、パネリストには、神戸を拠点に

スタートアップとしてチャレンジしている菊池

 信孝氏（株式会社  フードピクト代表取締役）、

川原大樹氏（株式会社 KURASERU代表取締役）、

大津愛氏（株式会社 Compass 代表取締役）に

ご登壇頂き、起業家の本音トークでディスカッ

ションを展開しました。  

 



●IT 関連企業等支援施策広報業務  
 

兵庫経済の持続的成長に向け、イノベーション

創出や起業家育成を県内でリードしていく IT

カリスマや高度 IT 技術を有する起業家等の定

着・集積を促進するための広報業務を受託。  

首都圏で開催される IT 系起業家が参加するイ

ベントに参加し、兵庫県の制度 PR を実施。  

また、Wework 東京スクエアガーデンを活用し

「スタートアップエコシステムの実現に向け

た挑戦！」をテーマに、神戸市・豊岡市・兵庫

県と起業家がパネルディスカッションを実施

するなど、誘致活動を推進した。  

  
 

 

 

さらには、神戸市を中心とした兵庫県におけるスタートアップ企業育成・誘致のエコシステムの

啓発・気運醸成を推進すべく、新たに IT カリスマや高度 IT 事業所などを対象とした兵庫・神戸

で始める参加型社会創発メディア「Hyogo Startup Ecosystem」を立ち上げた。  

https://startup-ecosystem.jp/ 

  

https://startup-ecosystem.jp/


【講師・コンサルティング関連】  

 

●兵庫県商工会連合会情報発信支援事業  

兵庫県商工会連合会の IT アドバイザーとして、県内の小規模事業者の IT 支援を実施。  

平成 30 年度は 250 件の相談を受け、すべて巡回型で個社支援・伴走型支援を実施。  

WEB や SNS を活用した販路拡大・情報発信関連の相談が 8 割を締めた。  

GoogleAnalytics などを活用しデータに基づいた WEB サイト運用のアドバイス、LINE＠を活用

したリピーター獲得に向けた SNS 戦略等、様々な観点から支援を実施した。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【シビックテック推進事業関連】  
●Code for Kobe の運営支援  

 

Code for Kobe は、毎月 1 回、第三木曜日に定

例会を起業プラザひょうごのセミナールームで

開催  

エンジニアの他、社会人、行政職員や学校関係者、

学生など多様な方々の人が自由に参加して、最近

注目している話題・技術の共有や、アイデア交

換・ネットワーキングができるといった、シビッ

クテックコミュニティの場となっている。  

毎回 20 人以上の多様なセクターの方々が参加す

る熱いコミュニティとなっている。  

弊社は、開催準備や受付などの事務局として運営を支援している。  

 

 

●Code for kusatsu への参画  

 

毎月第三水曜日 19 時から 21 時、草津駅や南草津

駅で定例会を実施し、シビックテックコミュニテ

ィを推進している。  

2018 年 5 月 20 日には、滋賀地方自治研究センタ

ー（しが自治研）の後援として、滋賀県初開催の

対話型行政シミュレーションゲーム「ＳＩＭふく

おか２０３０」の企画や当日運営支援に参画した。 

（右写真）  

 

また、活動が活発になってきたこともあり、Code 

for Kusatsuとして初めて助成事業へチャレンジし、

草津市コミュニティ事業団が事務局の「ひとまちキ

ラリ助成」平成 31 年度採択団体に決定。4 月から、

マッピングパーティや Wikipedia タウンを草津駅

周辺を中心に進め

ていく予定になっ

ている。  

 

 



【その他の活動】  

●メディア掲載  

2018 年 5 月 27 日  

朝 8:30～放送「ＩＤＯカフェ」にゲストと

して登場しました。  

「 IDO カフェ」は、月 1 回、井戸敏三知事

がゲストを迎えて対談する番組です。  

弊社の活動内容、弊社が運営受託をしてい

る「起業プラザひょうご」の取り組みや、

若手起業家の紹介などを行いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●メディア掲載  

2019 年 3 月 13 日  

兵庫県が策定した兵庫 2030 年の展望  「2

030 君が輝くひょうご」の７つあるテーマ

のうち「起業家が活躍する兵庫」で、NPO

法人コミュニティリンクを取り上げて頂き

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●地域フィールドラボ制度により神戸市へ派遣（榊原）  

神戸市では、民間人材のノウハウやネットワーク

を活用するため、地域課題の解決に IT 技術の活

用を目指す団体であるコード・フォー・ジャパン

が自治体に民間 IT 人材を派遣する「地域フィー

ルドラボ（注２）」の制度を利用して、民間人材

の受け入れを積極的に行っています。  

平成 30 年度は、平成 30 年 11 月から平成 31 年

1 月末まで、LINE 株式会社の福島直央氏ととも

に、弊社の榊原貴倫を神戸市にフェローとして派

遣を行いました。  

受入れ先は、危機管理室   防災啓発担当・防災

体制推進担当で、担当業務は、市民が普段から使

用しているＳＮＳを活用し、災害時に乱立する情

報をフィルタリング・整理して、実際の災害対応

に活用するしくみの構築。  

 

   

  

 

 
 
 
 
 
 
●働き方改革の実践  

社員の働き方改革を推進するため、社労士と相談して産前産後休業、育児休業の導入を行いまし

た。  

また、今年度は、本制度を活用し社員２人（女性１人、男性１人）が、産前産後休業、育児休業

を取得しました。



２  事業の実施に関する事項  

特定非営利活動に係る事業  

定款の事業名  事  業  内  容  
実  施  

日  時  

実  施  

場  所  

従事者  

の人数  

受益対象者の

範囲及び人数  

支出額  

(千円) 

地域 ICT 利活

用に関する事

業  

オープンガバナン

ス推進関連事業  

 

通年  兵庫県内  6 人  

自治体・NPO・

市 民 活 動 団

体・企業   

35 団体  

兵庫県民  

62,000 人  

95,810 

地域ＩＣＴ利活用

支援事業  
通年  兵庫県内  7 人  

自治体・NPO・

市 民 活 動 団

体・企業   

160 団体  

兵庫県民  

930,000 人  

起業促進事業  通年  

全国  

主に  

兵庫県内  

16 人  

自治体・NPO・

市 民 活 動 団

体・企業  260

団体  

兵庫県民  

55,000 人  

講師・コンサルティン

グ事業 
通年  兵庫県内  7 人  

NPO・市民活動

団体・企業・学

校  

30 団体  

シビックテック推

進事業  
通年  

神戸市  

草津市  
６人  

NPO・市民活動

団体・企業・学

校  

65 団体  

市民  

11,000 人  

 


